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◎放置自転車は撤去します　中心市街地や駅周辺は、市の条例に基づく自転車放置禁止・規制区域（左上の図
1）に指定されており、歩道などに自転車を放置することを禁止しています。放置された自転車は、定期的に撤去し、
自転車保管所（右上の図3）で90日間保管します。なお、自転車の返還を受ける際には、①身分を証明できるもの
（学生証・免許証・保険証など）②自転車の鍵③印鑑④撤去・保管費用2,670円が必要です。
◎この特集についての問い合わせは、道路保全課☎（632）2513へ。
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駐輪場を利用しましょう
～市営駐輪場は4時間無料～

　自転車は気軽で便利な乗り物ですが、自転車を歩道
や点字ブロックなどに置くと、歩行者や自転車の通行
を妨げ、交通事故や目の不自由な人などが転倒する原
因になり、大変危険です。自転車はきちんと駐輪場に
駐輪しましょう。
　市営の有料駐輪場は、４時間まで無料ですので、お
気軽にご利用ください。
▽営業時間・利用料金　下の表2の通り。定期料金の
学生割引あり（対象＝小・中学生、高校生、大学生、
専門学校生など）。
■定期利用の申し込みはお早めに　3・4月は、入
学・就職などで駐輪場の定期利用申し込みが多く大変
混雑します。定期利用の販売可能数には限りがあるた
め、申し込みは、各駐輪場へ問い合わせの上、お早め
にお願いします。また、卒業・転勤などで定期利用を
終了する際は、駐輪場への申し出と共に、速やかに自
転車を駐輪場から出すなどご協力をお願いします。

レンタサイクルを利用しよう
　駅から駅、街から街への移動にはレンタサイクル
がとても便利です。７カ所の駐輪場に設置していま
すので、ご利用ください。
▽利用時間　午前８時～午後９時（当日返却）。
▽貸出・返却場所　①JR宇都宮駅西口②JR宇都宮駅
東口第1③JR宇都宮駅東口第２④東武宇都宮駅東⑤
中央小学校北⑥JR鶴田駅⑦JR雀宮駅東口。７カ所全
ての駐輪場で返却可。
▽利用対象者　原則、中学生以上。
▽利用料金　普通自転車＝１日１回100円、電動ア
シスト自転車＝１日１回300円。
▽利用方法　直接、上記の駐輪場へ。

（単位：円）
駐輪場名
電話番号 営業時間 区分 種類

中央1丁目
☎（635）6843

午前6時30分～
午後10時
午前6時30分～
午前0時
午前6時30分～
午後10時
午前6時30分～
午後11時
午前6時30分～
午後10時

午前6時～
午前0時

午前6時～
午前0時
午前6時～
午前0時

24時間
午前6時～
午前0時

屋内
1･2階
屋上階
屋外
屋内
屋内
屋外
屋内

1階
2階
3階
屋内

屋外

屋外

屋内

自転車
原付
自転車
自転車

原付・自動二輪
自転車

原付・自動二輪
自転車

原付・自動二輪
自転車
自転車

原付・自動二輪
自転車
自転車
自転車

原付・自動二輪
自転車

原付・自動二輪
自転車
自転車

原付・自動二輪
100
150

一時使用
(1日1回)

1カ月定期
一般料金 学生料金

100
150
100
60

100
100
150
100
100
100
100
150

100
150
100
100
100

2,160
3,240
2,160
1,290
2,160
2,160
3,240
2,160
2,160
2,160
2,160
3,240
2,160
1,610
2,160
3,240
1,510
2,160

2,160
3,240

1,510
2,260
1,510
900

1,510
1,510
2,260
1,510
1,510
1,510
1,510
2,260
1,510
1,130
1,510
2,260
1,040
1,510

1,510
2,260

3カ月定期
一般料金 学生料金
5,830
8,740
5,830
3,490
5,830
5,830
8,740
5,830
5,830
5,830
5,830
8,740
5,830
4,370
5,830
8,740
4,070
5,830

5,830
8,740

4,070
6,120
4,070
2,440
4,070
4,070
6,120
4,070
4,070
4,070
4,070
6,120
4,070
3,050
4,070
6,120
2,840
4,070

4,070
6,120

東武宇都宮駅東
☎（636）4875

中央小学校北
☎（637）7918
JR鶴田駅
☎（636）3725
新幹線高架下
☎（639）8754

JR宇都宮駅西口
☎（621）7112

JR宇都宮駅東口
第1☎（635）0859
JR宇都宮駅東口
第2☎（635）9722

JR雀宮駅東口
☎（653）2241

JR宇都宮駅
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市営駐輪場の営業時間・利用料金（一時使用は4時間無料）2 自転車保管所3
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◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品・住所・氏名・ふりがな・応募する壇名を書き、毎月20日（消印有効）
までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。問広報広聴課☎（632）202837
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大
晦
日
捨
て
る
勇
気
が
ま
た
崩
れ

●
清
原
台
４
丁
目
　
水
上
　
義
明

◎
選
評
　暮
れ
の
大
掃
除
で
あ
る
。
流
行
語
の
「
断
捨
離
」
に
乗
せ
ら
れ
、
意
気
込
ん
で
捨
て
る
決
断
は
し
た
も
の
の
、
い

ざ
と
な
る
と
、
思
い
出
だ
の
、
も
っ
た
い
な
い
だ
の
の
理
由
付
け
で
元
通
り
大
事
に
し
ま
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
図
で
あ

る
。
わ
れ
ら
一
切
衆
生
に
は
、
俗
に
「
百
八
の
煩
悩
」
と
か
が
あ
り
、
そ
れ
を
断
ち
切
る
と
こ
ろ
に
「
悟
り
」
が
あ
る
と
い

う
の
だ
が
、
私
は
こ
の
際
「
相
田
み
つ
を
」
の
人
間
味
あ
る
、「
人
間
だ
も
の
」
を
良
し
と
し
た
い
。

声
高
に
な
っ
て
掛
け
合
う
達
磨
市

江
曽
島
町
　
長
谷
川
　
昇

カ
ラ
オ
ケ
の
続
き
を
流
す
台
所

平
松
本
町
　
鶴
牧
三
千
弥

猫
だ
ま
し
な
ど
で
横
綱
勝
ち
急
ぎ

北
一
の
沢
町
　
大
金
　
達
男

焼
き
芋
へ
女
子
寮
の
窓
全
部
開

下
田
原
町
　
五
十
嵐
由
美
子

「
梵
天
の
湯
」

　
　  に
つ
い
て
教
え
て

お 

し

　
う
つ
の
み
や
に
ま
つ
わ
る「
は
て
な
」を
ミ
ヤ

リ
ー
と
友
達
の
ハ
ッ
ピ
が
紹
介
す
る
よ
。

と
も
だ
ち

し
ょ
う
か
い

う
つ
の
み
や

う
つ
の
み
や

今月は
梵天の湯

こん げつ

毎
日
寒
い
よ
ね
！
温
ま
る
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
な
。
ハ
ッ
ピ
教
え
て
！

じ
ゃ
あ
、
上
河
内
に
あ
る
梵
天
の
湯
に
行
こ
う
よ
。
温
泉
施
設
と
交
流
施

設
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
施
設
な
ん
だ
よ
。

ミ
ヤ
リ
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、
温
泉
大
好
き
だ
よ
。
ど
ん
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お
風
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が
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の
？

露
天
風
呂
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
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、
寝
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、
サ
ウ
ナ
、
砂
風
呂
、
個
室
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呂
な

ど
が
あ
る
よ
。
砂
風
呂
は
体
の
芯
か
ら
温
ま
る
発
汗
作
用
で
老
廃
物
や
毒

素
の
排
出
、
健
康
増
進
、
疲
労
回
復
、
美
容
に
効
果
が
あ
る
ん
だ
。

砂
風
呂
っ
て
美
容
に
も
効
果
あ
る
ん
だ
ね
。
ミ
ヤ
リ
ー
に
ぴ
っ
た
り
！
そ

し
て
お
風
呂
の
後
は
お
い
し
い
も
の
が
食

べ
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
な
ぁ
。

そ
れ
な
ら
、
施
設
の
中
に
あ
る
農
産
物
直

売
所
の
新
鮮
な
野
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を
使
っ
た
食
事
コ
ー

ナ
ー
だ
ね
。
ミ
ヤ
リ
ー
の
好
き
な
餃
子

も
、
生
産
者
の
朝
採
り
野
菜
を
そ
の
ま
ま

使
っ
て
い
て
安
心
安
全
で
お
い
し
い
よ
。

新
鮮
な
野
菜
の
餃
子
か
ぁ
。
お
い
し
そ

う
！
ハ
ッ
ピ
、
今
か
ら
行
こ
う
！

ま
い
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さ
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か
み

ろ
て
ん

ね

そ

は
い
し
ゅ
つ

け
ん
こ
う
ぞ
う
し
ん

ひ
ろ
う
か
い
ふ
く

び
よ
う

こ
うあ

と

た

な
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の
う
さ
ん
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く

ば
い
じ
ょ
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す
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ョ
ー
ザ

せ
い
さ
ん
し
ゃ

あ
さ

つ
か

あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん

ど
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し
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く
じ

か

か
ら
だ

し
ん

は
っ
か
ん
さ
よ
う

ろ
う
は
い
ぶ
つ

ど
く

ゆ

す
な

こ
し
つ

だ
い
す

ふ

ろ

こ
う
り
ゅ
う

く

あ
か
わ
ち

お
ん
せ
ん
し
せ
つ

い

お
し

 歌 壇 安野登美子 選

初
春
の
鎮
守
の
杜
の
杉
の
秀
に

慧
眼
の
鴉
一
声
を
放
つ

●
下
岡
本
町
　
高
尾
　
信
尚

◎
選
評
　上
の
句
、
神
々
し
く
心
身
の
引
き
締
ま
る
情
景
の
設
定
で
あ
る
。
杉
の
先
端
に
鴉
が
一
声
放
っ
た
。
「
一
声
」
が

心
に
染
み
る
。
「
慧
眼
の
鴉
」
と
、
つ
ま
り
物
事
を
よ
く
見
据
え
優
れ
た
眼
力
の
鴉
は
、
作
者
の
捉
え
た
心
中
の
鴉
で
あ

る
。
「
慧
眼
の
鴉
」
は
上
の
句
の
中
の
情
景
に
と
け
込
み
、
わ
れ
の
視
座
に
引
き
込
み
、
張
り
の
あ
る
一
首
で
あ
る
。

新
し
き
包
丁
使
ふ
厨
に
は

音
の
弾
み
て
今
宵
明
る
む

鶴
田
町
　
植
木
　
ミ
ヨ

平
穏
は
平
凡
の
中
あ
る
こ
と
を

母
退
院
し
改
め
て
知
る

野
沢
町
　
鈴
木
　
孝
男

わ
ら
を
干
す
赤
柿
を
干
す
ゆ
ず
り
葉
も

干
し
て
師
走
の
〆
飾
り
の
店

五
代
２
丁
目
　
笹
沼
　
和
子

青
空
に
白
雲
遊
ぶ
枯
野
道

小
春
日
和
は
老
い
に
優
し
き

長
岡
町
　
赤
羽
　
ス
ミ

俳 壇 星田一草 選

花
弁
の
色
を
濃
く
し
て
寒
の
薔
薇

●
立
伏
町
　
大
樹
龍
五
郎

◎
選
評
　四
季
咲
き
の
薔
薇
で
あ
ろ
う
。
冬
枯
れ
の
中
に
１
花
、
２
花
と
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
咲
く
。
夏
の
薔
薇

と
は
対
象
的
に
健
気
で
い
じ
ら
し
く
心
を
引
く
。
開
き
切
ら
ず
小
ぶ
り
の
ま
ま
朽
ち
る
こ
と
も
多
い
。
寒
の
薔

薇
に
し
て
然
り
。
「
色
を
濃
く
し
て
」
に
冬
薔
薇
へ
の
作
者
の
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
。

カ
ラ
フ
ル
な
子
犬
の
胴
衣
冬
の
朝

野
沢
町
　
渡
辺
　
明
広

攻
め
窯
の
焔
を
覗
く
冬
夜
か
な

茂
原
３
丁
目
　
原
田
　
正
雄

大
葱
を
ざ
く
ざ
く
と
切
り
鍋
に
入
れ

中
岡
本
町
　
中
沢
　
智
子

指
先
に
刺
や
は
ら
か
き
冬
の
薔
薇

中
今
泉
５
丁
目
　
丸
田
　
　
守

ぼん てん ゆ

文
化
・
教
養

ス
ポ

ツ

い
っ
さ
い
し
ゅ
じ
ょ
う

か
ら
す

バ
　 

ラ

し
か

け
い
が
ん

ハッピハッピ

ハッピ

ミヤリーミヤリーミヤリー

ミヤリー


